
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   皆さんの納める保険税は国保制度を支えるための大切な財源です。  ⑦ページ 

                    ⑦年末の交通事故防止県民運動を実施します                          
  
 年末は日没時間が年間を通じて最も早く、例年夕暮れ時から夜間にかけての交通事故が多発し

ます。また、忘年会など飲酒する機会が増え、飲酒運転による事故の発生も心配されます。 

 このため、交通事故防止の徹底を図ることを目的として、年末の交通事故防止県民運動が、県

内で一斉に実施されます。 

 笠間市においても、交通安全協会および交通安全母の会の協力により、市内通学路における早

朝立哨や交通指導車によるパトロールを実施します。 

 交通安全に対する意識を高く持ち、交通ルールと交通マナーの遵守を習慣づけましょう。 

実施期間 12 月 1 日（月）～12 月 31 日（水） 

スローガン 「反射材 あなたの未来を 照らしてる」 

運動の重点 （1）子供と高齢者の交通事故防止 

      （2）夕暮れ時と夜間の交通事故防止 

      （3）飲酒運転の根絶 

問 市民活動課（内線 135） 

 各小学校の児童クラブでは、定員に空きが

ある場合に、12 月 25 日（木）～平成 27 年 1

月 7 日（水）の冬休み期間中、家庭で保育で

きない児童をお預かりします（12 月 29 日～1

月3日は除く）。 

入所基準 共働き、疾病･障害等、家族の看 

     護・介護、出産、その他特別の理由 

申込方法  

申込書および保育できない証明書等(保護者

数分)に必要事項を記載のうえ、子ども福 

祉課または各支所福祉課で直接お申し込み

ください（FAX ・郵送は不可）。 

※必要書類は子ども福祉課、各支所福祉課に 

 用意してあります。また、笠間市ホーム 

 ページからダウンロードできます。 

 http://www.city.kasama.lg.jp/ 
 （「冬休み」で検索） 

受付時間 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分 

     （土日・祝日を除く） 

申込期限 12 月 12 日（金） 
 
※定員の空き状況および申込み状況により 

 選考を行い、結果を 12 月 20 日（土）頃ま 

でに連絡します。 
 
問 子ども福祉課（内線 165） 

 

⑧放課後児童クラブで冬休み一時入所の 

 申込みを受け付けます 

 臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付

金の申請期限が 12 月 26 日（金）に延長され

ました。                 

 申請書が送付されている方で、まだ申請が

お済みでない方は、期限までに申請してくだ

さい。申請書を紛失された方は再発行します。

 また、臨時福祉給付金に限り、10 月に再

送付した申請書は、非課税者の扶養になられ

ている方には、お送りしていません。 

 申請書が送られていない方で、対象と思わ

れる方は、お問い合わせください。 

問 社会福祉課（内線 157・158） 

  子ども福祉課（内線 165） 

 

 

⑨臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例

 給付金の申請はお済みですか 

          ⑮12 月「各種運動教室」参加者を募集します           
  
 誰もが参加できる運動教室として「ヨガ」・「ピラティス」を開催します。ぜひご参加ください。 
 

教室名 内容 期日 時間 

ヨガ 

「ヨガ」の入門クラス。

心も体もリフレッシュし

ませんか。 

12 月 4 日（木）、11 日（木）

18 日（木）、25 日（木） 
午前 11 時～正午 

ピラティス

ヨガのストレッチと簡単

な筋肉トレーニングを合

わせたエクササイズです。 

12 月 2 日（火）、16 日（火） 午後6時30分～7時30分

随時、体験会を実施しています。各教室とも初回のみ無料で体験できます。 
 
会場 笠間市民体育館 2 階第 5 会議室（笠間市石井 2068-1）※変更になる場合があります。 

対象 15 歳以上の方 ※ただし、中学生は参加できません。 

定員 各クラス 20 名（先着順） 

講師 ヨガ：全米ヨガアライアンス RYT200 取得 谷貝
や が い

 朋子
と も こ

さん 

   ピラティス:エアロビクス・ピラティスインストラクター 鈴木
す ず き

 由佳
ゆ か

さん 

参加費 1 回 500 円 

持ち物 飲み物、タオル、上履き、ストレッチマット（大きめのタオルでも可） 

申込方法 各教室の開催前日までに、市民体育館管理事務所へ直接または電話でお申し込みく 

     ださい。 

受付時間 午前 8時 30 分～午後 4 時 30 分（毎月 5 日、20 日は休館） 

申・問 笠間市民体育館（笠間市指定管理者 NPO 日本スポーツ振興協会） 

    ℡ 0296-72-2101 

 
        ⑯「6 次産業化推進研修会」の参加者を募集します         
  
 県では、6 次産業化の推進を図るため、企業的経営を目指す農林漁業者等を対象に、県内外の

6 次産業化事例を学ぶ「6 次産業化推進研修会」を次のとおり開催します。皆さんのご参加をお

待ちしています。 

日時 12 月 10 日（水）午後 1 時～4時 15 分 

会場 茨城県市町村会館 2 階大会議室（水戸市笠原町 978-26） 

内容 ・「6 次産業化の失敗事例に学ぶ～失敗要因の分析と改善策～」 

    講師：加藤
か と う

 寛
ひろ

昭
あき

さん（食と農研究所 食農連携コーディネーター） 

   ・事例紹介 

    （1）「筑波山におにぎりレストランをオープンしました」 

       小久保
こ く ぼ

 美幸
み ゆ き

さん（釜炊きおにぎり 筑波山縁むすび） 

    （2）「イチゴ農家が営む洋菓子店～(有)ファームオアシスの挑戦～」 

       篠崎
しのざき

 聡
さと

美
み

さん（パティスリー ラシーヌ） 

   ・6 次産業化推進施策の説明 

   ※講師については、変更になる場合がありますのであらかじめご了承ください。 

対象 県内農林漁業者・団体、各市町村 6次産業化・農商工連携担当者など 

定員 100 名程度 

受講料 無料 

申込方法 電話でお申し込みください。 

申込期限 12 月 5 日（金） 

申・問 茨城県農林水産部販売流通課 アグリビジネス推進室  

    ℡ 029-301-3894 

 

 

 周りの人とのコミュニケーションがとり

にくい方。自らテレビやインターネット、新

聞、ラジオなどから情報を得ることが難しい

方。安全な移動が一人では困難な方。 

 このような盲ろう者の方のための通訳・介

助員の派遣や相談を行っています。お気軽に

ご相談ください。 

問 茨城県立聴覚障害者福祉センターやす 

  らぎ（月曜の午後、火曜、祝日、年末 

  年始は休館） 

  ℡ 029-248-0029 

  メール info@center-yasuragi.or.jp 
 

⑩目と耳が不自由な方の相談を受け付 

 けます 

          

④ページ                  


